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1. 1. 平成平成1616年年1010月台風月台風2323号出水（被災状況）号出水（被災状況） 11..平成平成1616年年1010月台風月台風2323号出水号出水

Ｐ1ＰＰ11

被害の状況

円山川右岸円山川右岸13.2k13.2k破堤地点破堤地点

出石川左岸出石川左岸5.4k5.4k破堤地点破堤地点

①湯島地区①湯島地区

②上山地区②上山地区 ③円山大橋東詰江本地区③円山大橋東詰江本地区 ④豊岡駅前付近④豊岡駅前付近

⑤鳥居地区⑤鳥居地区

⑥国府駅付近⑥国府駅付近

⑤

円山川浸水実績図
（平成16年10月台風23号）

×
決壊箇所

×
決壊箇所

⑥

④

③

②

①

決壊箇所× ×
決壊箇所

◆死者5人、負傷者51人、浸水面積4,083ha、家屋の全・半壊4,283戸(一部損壊
を含む)、浸水家屋7,944戸に及ぶ壊滅的な被害が発生。

◆円山川及び支川出石川の29箇所で越水、2箇所で堤防決壊し、各所で浸水氾濫が
発生。

決壊箇所

越水箇所

旧市町界
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H16.10痕跡水位（右岸）

河道水位はHWLを超過

平成16年10月20日の18時頃、近畿地方に上陸した台風23号は、円山川流域に豪雨をもたらした。

年最大流量（立野観測所）
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1. 1. 平成平成1616年年1010月台風月台風2323号出水（雨量、水位、流量）号出水（雨量、水位、流量） 11..平成平成1616年年1010月台風月台風2323号出水号出水

洪水の概要

年最大水位（立野観測所）
水位(m)

伊勢湾台風
平成2年
台風19号

平成16年
台風23号

年最大流量（立野観測所）
流量(m3/s)

4500※

4900※
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伊勢湾台風
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平成16年
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Ｐ2ＰＰ22
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23:15 堤防決壊

観測史上最高水位
８.２９ｍ を記録

総雨量 293mm

時間1.8m 
急上昇

計画高水位 8.16m

はん濫危険水位 7.1m

はん濫注意水位 4.5m

水防団待機水位 2.5m

立
野
水
位

(m)

立
野
上
流
域

流
域
平
均
雨
量

(mm)

２日雨量 278 mm

12時間雨量 206 mm
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23:15 堤防決壊

観測史上最高水位
８.２９ｍ を記録

総雨量 293mm

時間1.8m 
急上昇

計画高水位 8.16m

はん濫危険水位 7.1m

はん濫注意水位 4.5m

水防団待機水位 2.5m

立
野
水
位

(m)

立
野
上
流
域

流
域
平
均
雨
量

(mm)

２日雨量 278 mm

12時間雨量 206 mm

立野地点水位ハイドログラフ

痕跡縦断図

基準地点立野観測所では、観測史上最大の水位を記録した。
氾濫しなかったと仮定した場合の流量は約4,900m3/sと推定さ
れる。

※は氾濫しなかったと仮定
した場合の流量

◆立野地点で観測史上最大となるピーク水位T.P.8.29m、ピーク流量4,200m3/s
（氾濫しなかったと仮定した場合の流量は4,900m3/s）を記録。



①河道掘削（円山川、出石川）
②堤防整備（円山川中上流部、出石川、奈佐川、稲葉川合流点）
③橋梁架替（北近畿タンゴ鉄道橋、鳥居橋）
④堰改築 （新田井堰）
⑤防災拠点（六方防災ステーション、鳥居防災拠点）
⑥内水対策（城崎地区、豊岡地区、六方地区、国府地区）Ｐ3ＰＰ33

22..1 1 激特事業激特事業メニューメニュー

事業メニュー※下流部の治水対策について
は、円山川下流部治水対策
協議会(H17.4～H19.6)及び
円山川下流治水対策検討会
(H20～)において検討

22.. 激特事業の概要激特事業の概要

城崎排水機場
ポンプ増設

北近畿タンゴ
鉄道橋梁架替

六方地区内水対策

六方防災ステーション

豊岡排水機場
ポンプ増設

鳥居防災拠点

新田井堰改築

八代排水機場
ポンプ増設

Ⓟ

奈佐川

円山川
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鳥居橋架替
とりい

稲葉川

②堤防整備

P

①河道掘削

③橋梁架替

④堰改築

⑤防災拠点

⑥内水対策

◆激特事業は、観測史上最大の平成16年10月台風23号と同規模の洪水（立野地点
4,900m3/s）に対し、氾濫による浸水被害を防止することを目標。

◆円山川や出石川において、平成16～22年度の期間で、河道掘削や築堤をはじめ
とした治水対策を実施。



円山川 13.0k
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Ｐ4ＰＰ44

22.2.2 河道掘削河道掘削（（11）円山川）円山川 河口部・高水敷河口部・高水敷

浚渫(円山川下流) 高水敷掘削(出石川合流部)

平成19年1月10日 撮影 平成18年12月5日 撮影

22.. 激特事業の概要激特事業の概要

円山川

出石川

◆円山川の全川にわたり河道を掘削・浚渫し、河川の断面を広げ、洪水時の水位を
低減。



Ｐ5ＰＰ55

22.2.2 河道掘削河道掘削（（22）出石川）出石川 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

五条大橋 上流側

平成20年 4月25日 撮影

横 断 図

掘削箇所

平成19年10月30日 撮影整備前

整備後

出石川

出石川

◆出石川の全川にわたり河道を掘削・浚渫し、河川の断面を広げ、洪水時の水位を
低減。



Ｐ6ＰＰ66

22.3.3 堤防整備堤防整備（（11）円山川）円山川 中郷地区中郷地区 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

13.7m新
川
用
水
路

国道482号

平成23年6月 撮影平成18年3月 撮影

A－A’横断図

整備前 整備後

中郷地区の築堤

円
山

川

円山川

堤防整備前

堤防整備後

A
A’

▼HWL

上郷川

4m

◆外水被害があった無堤地区において、築堤を実施。



Ｐ7ＰＰ77

22.3.3 堤防整備堤防整備（（22）円山川）円山川 一日市・宮島地区一日市・宮島地区 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

平成22年 3月28日 撮影

一日市・宮島地区の築堤

整備前 整備後

円山川

築堤工事完成（宮島）築堤工事施工前（宮島）

円山川

現在の堤防

（現在の県道）
横 断 図

▼HWL

旧県道

平成20年 8月13日 撮影

◆堤防の断面や堤防高さが不足している区間において、拡幅及び嵩上げ(H.W.L)を
実施。



750 750

3250 3250
6500 張芝

断面図

約60～80cm
堤防をかさ上げ

Ｐ8ＰＰ88

22.3.3 堤防整備堤防整備（（33）出石川）出石川

60～80cm
嵩上げ

嵩上げ前 嵩上げ済み

出石川堤防の嵩上げ

22.. 激特事業の概要激特事業の概要

平成20年1月23日 撮影

整備前(整備中)

整備後

平成24年3月19日 撮影

◆堤防の断面や堤防高さが不足している区間において、拡幅及び嵩上げ(H.W.L)を
実施。



Ｐ9ＰＰ99

2.2.33 堤防整備堤防整備（（44）） 稲葉川合流点稲葉川合流点

稲
葉
川

円
山
川

全
体
延
長

L=約
1,200m

25.0k

26.2
k

撮影方向

A

A ’

平成19年5月撮影

稲葉川合流点付近

赤崎橋

Ｊ
Ｒ
山
陰
線

 

HWL HWL 

1：2.0 1：2.0 1：2.0 

1：2.5 

5.00 6.00 

稲葉川 円山川

稲葉川合流点付近横断図 A A ’

平成23年7月27日撮影

約1.2m

22.. 激特事業の概要激特事業の概要

26.0ｋ

25.0ｋ

H16台風23号による浸水状況

稲葉川合流点付近まで築堤済み

直轄管理区間県管理区間

掘削

◆稲葉川合流点付近の無堤地区については、豊岡市土地区画整理事業と一体的に堤防整備を
実施中（激特事業継続）
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22..4 4 下流部治水対策の検討経緯下流部治水対策の検討経緯 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

円山川下流部治水対策協議会

円山川下流部について、各行政機関、
地域が一体となり、水害に強い地域づ
くりを推進するため、協議会を設立し、
対策を検討。

平成17年4月に第1回協議会を開催し
て以降、平成19年11月までに6回開催。

協議会は下記のメンバー構成で開催。

下流部治水対策検討会審議による基本合意事項

①洪水時の集落の孤立化防止、ライフラインの通行確保
②高水準な整備よりも早期実現できる対策

（上流並の堤防を求めない代わりに迅速な整備）

円山川下流部治水対策検討会

円山川下流部治水対策協議会を引き継ぎ、早期かつ効果的な
治水対策を行うための、住民との合意形成の場として平成20
年9月に設立し、現在までに6回の検討会を開催。

上記事項を踏まえた下流部治水対策上のポイント
①→各地区への洪水時アクセス確保
②→段階的整備（戦後3位→1位）の実施、

特殊堤（一部）の採用

第6回(H23.3.30)の開催状況

学識者・・・・・・・・・・・1名

住民代表・・・・・・・・・5名

兵庫県・・・・・・・・・・・2名

兵庫県警・・・・・・・・・2名

豊岡市・・・・・・・・・・・6名

近畿地方整備局・・・3名

検討会は下記のメンバー構成で開催

住民代表・・・・・・・・・・10名

兵庫県・・・・・・・・・・・・ 1名

豊岡市・・・・・・・・・・・・ 3名

近畿地方整備局・・・・ 1名

◆下流部治水対策は｢円山川下流部治水対策協議会｣と｢円山川下流部治水対策検討
会｣において検討。



22..55 堤防管理堤防管理 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

●円山川が流れる豊岡盆地の地盤沈下は、過去80年間で最大95cm。

縦断データ作成イメージ

●軟弱地盤上にあり、かつ堤防に余裕高がない円山川では、「高密
度」で「継続性（≒コスト）」のある堤防高管理を行うために、現在、
航空レーザ計測による測量を試行。
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約80年間

95cm

地盤沈下量地盤沈下量

粘性土層粘性土層

砂層砂層
豊岡盆地の地質縦断図

立野 円
山

川

No.1

No.2

Ｐ11ＰＰ1111

豊岡盆地は粘性
土層が40m程度
分布している。

地盤
高い

地盤
低い

◆豊岡盆地は軟弱層が厚く、築堤後の堤防沈下が懸念されるため、レーザー計測によ
る堤防高管理を実施。
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22..6 6 橋梁架替（橋梁架替（11））KTRKTR鉄道橋の架替鉄道橋の架替 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

整備後

平成16年11月3日 撮影

平成23年4月27日 撮影
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橋

差
(
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1.8m低い

H.W.L

KTR
橋梁

計画高水位より
１．８ｍ低い

円
山
大
橋

立
野
大
橋

堀
川
橋

豊
岡
大
橋

-3

-2
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岡
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立
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大
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円
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大
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差
(
m)

1.8m低い

H.W.L

KTR
橋梁

計画高水位より
１．８ｍ低い

円
山
大
橋

立
野
大
橋

堀
川
橋

豊
岡
大
橋

整備前

円山川

円山川

橋脚数10基

桁下高がH.W.Lより低い

桁下高をH.W.L以上で架替

H.W.L

H.W.L

橋脚数5基
H.W.L

架替前 架替後

桁下を約3.3m嵩上げ

円山川
KTR鉄道橋
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0
1
2
3
4
5
6

-1
-2

差
（
m

）

-3

0

1
2

3
4
5
6

-1
-2

差
（
m

）

◆洪水の流下を阻害する橋梁（KTR鉄道橋）を架替。
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22..6 6 橋梁架替（橋梁架替（22）鳥居橋架替）鳥居橋架替 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

平成17年2月15日 撮影

整備後

整備前

平成23年6月3日 撮影

出石川

出石川

橋脚数8基

橋脚数2基

旧鳥居橋

新鳥居橋

出石川

◆洪水の流下を阻害する橋梁（鳥居橋）を架替。



Ｐ14ＰＰ1414

22..7 7 堰改築（堰改築（出石川新田井堰）出石川新田井堰） 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

平成15年5月7日 撮影

平成22年2月22日 撮影

整備後

整備前

平成22年5月20日 撮影

出石川

出石川

出石川

河道掘削に伴い井堰を改築

約30m

約60m

河道掘削及び新
田井堰の改築

出石川2.4k付近

横断図

出
石
川

約30ｍ

約60ｍ

H.W.L

新田井堰

高水敷掘削

高水敷掘削

◆洪水の流下を阻害する井堰を改築。



22..8 8 防災拠点の整備（防災拠点の整備（11）六方防災ステーション）六方防災ステーション 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

Ｐ15ＰＰ1515
平成24年3月19日 撮影

整備中

円山川

立野大橋

豊岡市街地

六方平野

堤防決壊箇所
（円山川右岸13.2ｋ付近）

本川 立野地先

六方川

円山川

六方防災ステーション 平成16年10月21日 撮影

堤防決壊箇所

◆円山川右岸13.2ｋ付近の堤防決壊箇所に、幅広く盛土を行い、水防資材の備蓄や
ヘリポート、水防活動の拠点としての機能をもった六方防災ステーションを新た
に整備中。



22..8 8 防災拠点の整備（防災拠点の整備（22）鳥居防災拠点）鳥居防災拠点 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

Ｐ16ＰＰ1616

整備後

出石川

出石川

小野川放水路

六方平野

円山川出石川 鳥居地先

堤防決壊箇所
（出石川左岸5.5ｋ付近）

鳥居防災拠点

平成16年10月23日 撮影

平成24年3月16日 撮影

堤防決壊箇所

旧
鳥
居
橋

◆出石川左岸5.5ｋ付近の堤防決壊箇所に、幅広く盛土を行い、水防資材の備蓄場所
等としての機能をもった鳥居防災拠点を新たに整備。



Ｐ17ＰＰ1717

22.9.9 内水対策（内水対策（11）内水対策の概要）内水対策の概要 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

内水対策のポンプ容量等

城崎地区
・城崎排水機場

15m³/s→23m³/s（+8m³/s）

豊岡地区
・豊岡排水機場

12m³/s→15m³/s（+3m³/s）

国府地区
・八代排水機場

4m³/s→33m³/s（+29m³/s）

六方地区
・二線堤整備
・梶原地区排水機場

3箇所計 0.56m³/s新設
（0.07+0.36+0.13m³/s）

出
石
川

六
方
川

奈
佐
川

八代川

戸
牧
川

桃島川

大谿川

円
山
川

対象ポンプ

◆城崎地区、豊岡地区ではポンプ増設により床上浸水を解消。
◆六方地区ではポンプ新設と二線堤整備により床上浸水を解消。
◆国府地区では八代排水機場のポンプ増設により床上浸水の軽減。



Ｐ18ＰＰ1818

22.9.9 内水対策（内水対策（22）城崎排水機場）城崎排水機場

15m³/s→23m³/s（＋8m³/s）

平成23年7月27日 撮影

22.. 激特事業の概要激特事業の概要

整備前

整備後

平成16年11月3日 撮影

大谿川

円山川

城崎排水機場

◆城崎地区の内水被害を軽減するため大谿川の下流部に設置されている城崎排水機場
のポンプ容量を15m3/s→23m3/sに増設し、床上浸水を解消。

おおたに
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22.9.9 内水対策（内水対策（33）豊岡排水機場）豊岡排水機場

12m³/s→15m³/s（＋3m³/s）

平成22年9月26日 撮影

22.. 激特事業の概要激特事業の概要

整備後

整備前
平成18年10月29日 撮影

戸牧川

戸牧川

円山川

豊岡排水機場

◆豊岡地区の内水被害を軽減するため戸牧川の下流部に設置されている豊岡排水機場
のポンプ容量を12m3/s→15m3/sに増設し、床上浸水を解消。



Ｐ20ＰＰ2020

22.9.9 内水対策（内水対策（44）八代排水機場）八代排水機場

4m³/s→33m³/s（＋29m³/s）

平成24年3月19日 撮影

22.. 激特事業の概要激特事業の概要

整備後

整備前

平成15年5月7日 撮影

八代水門

八代排水機場

八代水門

八代排水機場(建設中)

円山川

八代排水機場

◆国府地区の内水被害を軽減するため八代川の下流部に設置されている八代排水機場
のポンプ容量を4m3/s→33m3/sに増設し、床上浸水を軽減。



22.9.9 内水対策（内水対策（55）六方地区の整備）六方地区の整備 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

二線堤及び二線堤内に0.56m³/sのポンプ設置

整備前
平成16年11月3日 撮影

整備後

平成24年3月19日 撮影

六方川

六方川

二線堤設置

Ｐ21ＰＰ2121

六方川

円山川
二線堤

鎌谷川

排水ポンプ

① ②

平成24年3月19日 撮影平成24年3月19日 撮影

①

②

③

六方川
六方川

◆六方水門閉鎖後の六方川及び鎌谷川から宅地部への溢水を防止するためにパラ
ペット形式等の二線堤を設置。さらに、二線堤で囲まれた区域の内水被害を軽減
するため、六方川に排水するポンプ0.56m3/ｓを新設し、床上浸水を解消。
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Ｐ22ＰＰ2222

22.10.10 堤防整備と河道掘削の効果（堤防整備と河道掘削の効果（11）河道掘削の効果）河道掘削の効果 22.. 激特事業の概要激特事業の概要

激特後
激特前

河道掘削により
32ｃｍ水位低下

出石川出石川円山川円山川

立野地点

◆堤防整備と河道掘削により円山川、出石川においてHWLまで水位を低減。
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激特前河道水位

激特後河道水位

13.0k立野観測所水位

水位差
81cm

H21.8城崎排水機場水位

H21.8津居山検潮所水位

H21.8府市場観測所水位

H21.8赤崎観測所水位

6.8k地点水位

最大水位差
86cm
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22.10 .10 堤防整備と河道掘削の効果（堤防整備と河道掘削の効果（22））H21.8H21.8洪水での効果洪水での効果 22. . 激特事業の概要激特事業の概要

円山川円山川 出石川出石川
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5

6

7

8
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平成21年8月洪水の実績水位

河道掘削していなかった場合の水位（予測）

8/9

6.26

7.07

0.81

氾濫危険水位　7.1

避難判断水位　6.1

氾濫注意水位　4.5

水防団待機水位　2.5

8/10

4:30

1:50

【立野地点（円山川）における効果】

避難判断水位を上回る時間が半分程度に短縮 氾濫危険水位の超過を回避

【弘原地点（出石川）における効果】
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河道掘削していなかった場合の水位（予測）

8/9

3.94

4.65

0.71 氾濫危険水位　4.3

避難判断水位　3.4

氾濫注意水位　2.4

水防団待機水位　0.6

8/10

計画高水位　5.27

3:20

2:20

◆ H21.8洪水では、円山川で最大約86cm、出石川で最大約1.2mの水位低減効果



上流部の状況

HWL

JR

円
山
川

県道

左岸4.4k付近(川に隣接する県道とJR)

県道

HWL

左岸5.2ｋ付近

円
山
川

22.11 .11 現状の課題（現状の課題（11）上･下流の無堤部）上･下流の無堤部

河道沿いのHWL以
下の高さに県道、JR、
住家が隣接している。

22.. 激特事業の概要激特事業の概要

鶴岡

日置

円
山
川

24.0k

23.4k

日置・鶴岡地区

H21台風9号被災状況 日置地区

円山川

円山地区

ひのそ
地区

6ｋ

5ｋ

4ｋ

3ｋ

2ｋ

下流部の状況

Ｐ24ＰＰ2424

24ｋ

25ｋ日置地区

鶴岡地区

H16台風23号による浸水状況

H16台風23号による浸水状況

◆下流部（奈佐川から下流）は、狭隘な土地に住居や交通網が集中し、且つ、国立公園内に立地
することから、景観・自然環境への負荷軽減策も含めた対策手法について協議会、検討会によ
る合意形成を踏まえた対策が必要。

◆上流部（日置、鶴岡）は、スポット的な集落・地形特性を踏まえた対策手法について地域と一
体となった検討が必要。



22.11 .11 現状の課題（現状の課題（22）さらなる水位低下の必要性）さらなる水位低下の必要性

中上流部は暫定堤で整備

下流部は無堤

必要な堤防余裕
高が未確保の中
流市街地

さらなる水位低
下対策が必要

下流部の立地条
件や地形条件

Ｐ25ＰＰ2525

22.. 激特事業の概要激特事業の概要

波浪等での越水が懸念

HWL

暫定HWL堤防

平水位に対し地盤高が低く、県道や家屋の浸水が発生しやすい

来日川
県
道

JR
平水位

HWL 4.832

5.2k左岸

5.2k

◆激特事業で実施した堤防整備は、H.W.L.高までで必要な余裕高は未確保
◆軟弱地盤で堤防の嵩上げが難しい中流部市街地及び、社会基盤の改変や景観・自然

環境の負荷軽減が求められる下流部の状況を踏まえると、河道水位の抑制が必要
◆堤防技術の専門家からも「堤防は計画高水位を維持した上で越水現象そのものを抑

制することが重要」と助言



出石川

円山川

奈佐川

０ｋ

５ｋ

１０ｋ

１５ｋ

２０ｋ

２５ｋ

豊岡市街
●城崎温泉

●出石城下町

●玄武洞

●コウノトリの郷公園

稲葉川

六方川

日
本
海

Ｎ

ひのそ島掘削

高水敷掘削

加陽地区湿地再生

３３.1 .1 円山川自然再生事業の概要円山川自然再生事業の概要

◆円山川水系の自然再生計画では、「コウノトリと人が共生する環境性の再生を
目指して」をテーマに、多様な生物の生息・生育環境の復元を目指している。

３３ これまでの環境整備これまでの環境整備

円山川水系自然再生の目標
(1) 特徴的な自然環境の保全・再生・創出
(2) 湿地環境の再生・創出
(3) 水生生物の生態を考慮した河川の連続性の確保
(4) 人と河川との関わりの保全・再生・創出

平成17年9月策定、平成19年8月変更、平成23年12月第2回変更

Ｐ26ＰＰ2626



掘削前

円山川

円山川

掘削後

円山川

掘削した土
約 ３４ 万m3

水域、ゆるやかな傾斜の

陸地に造成した区域

湿地区域

３３.2 .2 湿地再生湿地再生(1)(1)激特事業に合わせて実施激特事業に合わせて実施 ３３ これまでの環境整備これまでの環境整備

２次掘削(H15～18年度)

３次掘削
(H19年度)

工事用道路

１次掘削(H14～17年度)

右

岸

左

岸

TP+0.0m
TP+1.0m

◆平成１２、１３年度 ひのそ島改修検討会：「河積阻害の改善｣、｢環境保全」
の折り合いを図るため、学識者、漁協、住民、行政による検討会を実施。

→左岸側を半分を掘削し、右岸側は湿地状に切り下げ(H14着手、H19半島掘削完成)

■整備後の評価
・湿地は安定し、一年草（ケイヌ

ビエ群落）から多年草本群落
（オギ、ヨシ等）への遷移が進行

・タコノアシ、ヤナギヌカボ等の
貴重種も確認

・出水がなく攪乱が生じないと樹
林化の傾向

飛来したコウノトリＰ27ＰＰ2727



３３.2 .2 湿地再生湿地再生(2)(2)激特事業に合わせて実施激特事業に合わせて実施

◆平成16～22年度の期間において湿地再生をはじめとした環境整備を実施。

３３. . これまでの環境整備これまでの環境整備

整備済
未整備

凡 例

環境護岸（城崎地区）

湿地再生
（中流右岸地区）立野地区

湿地再生（下鶴井地区）

湿地再生（野上地区）

湿地再生（野上地区）

湿地再生（中流左岸地区）

湿地再生（本川中流左岸地区）

湿地再生（本川中流
右岸地区）今森地区

治水効果だけでなく、魚類の生息や
コウノトリなどの鳥類が利用する場
所となることを目指して湿地を再生。

■湿地整備の効果検証【ハビタットの量的評価】

円山川における湿地の面積の推移（～平成22まで）

朔望平均満潮位 TP+0.76m

朔望平均干潮位

TP-0.10m

年平均水位 TP+0.31m
堤 防

高 水 敷

低水路

◆従来の掘削方法

朔望平均満潮位 TP+0.76m

朔望平均干潮位
TP-0.10m

年平均水位 TP+0.31m
切下高（湿地高）
TP+0.00m

堤 防

高 水 敷

湿 地低水路

◆今回の掘削方法

湿地へやって来たコウノトリ

円山川円山川

82
ha

84
ha

109
ha

115
ha

123
ha

125
ha

125
ha

0

20

40

60

80

100

120

140

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

約50%増

Ｐ28ＰＰ2828



2.2 2.2 湿地再生湿地再生(3)(3)湿地再生の効果湿地再生の効果

◆ 高水敷き掘削による河岸湿地再生は、コウノトリの利用など一定の効果が確認
されている。

2. 2. これまでの環境整備これまでの環境整備

Ｐ29ＰＰ2929



３３.2 .2 湿地再生湿地再生(4(4--1)1)大規模湿地再生大規模湿地再生 ３３ これまでの環境整備これまでの環境整備

出石川

約15ha

里山林の整備（県）

三木川自然再生（県）

三木放鳥拠点

ビオトープ水田
コウノトリ育む農法

片間樋門改修
伊豆巣塔

円山川 ＜開放型湿地の設置＞
【魚類の再生産の場】

＜閉鎖型湿地の設置＞
【ビオトープ水田の代替】

＜整備中＞

＜多様な流れ（三木川）＞
【二枚貝等の生息の場】

＜整備中＞

水深の深い水域
【魚類の隠れ場】

＜湧水の活用＞
【閉鎖型湿地の水源確保】

■加陽地区の計画

旧川復旧
＜整備済＞

旧川復旧
＜整備済＞

◆ 出石川加陽地区において大規模な湿地を整備中
◆ 整備箇所においてモニタリング調査を行い、調査結果を反映させながら段階的

に整備を実施

○加陽地区における湿地整備

・湿地への湧水利用
・山からの湧水を湿地に利用す
ることで良好な水質を安定的
に確保

■地域の提案を湿地整備に反映

出石川加陽地区湿地再生パートナー協議会の設立（H19）出石川加陽地区湿地再生パートナー協議会の設立（H19）

湿地利用者

地域

　：管理主体

行政
地方自治体
・豊岡市：管理責任者
・兵庫県

河川管理者
・国土交通省：基盤整備

学識経験者
：技術的アドバイス

協力

意見交換

協力
意見交換

協力
意見交換

第1回協議会（H19.09.25）
第2回協議会（H19.10.30）
第3回協議会（H20.02.21）

Ｐ30ＰＰ3030



蛇行水路

出石川（下流） 出石川（木工沈床）

３３.2 .2 湿地再生湿地再生(4(4--2)2)大規模湿地再生大規模湿地再生
◆ 地元の小学校と連携して

モニタリング調査を実施

種数は、大きな差異が見られなかっ
たが個体数は、対照区の約2倍から
5倍程度多い傾向が認められた。
→施工箇所に瀬や深みが形成された
効果が見られた。

３３ これまでの環境整備これまでの環境整備

0
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15

20

旧川復旧 旧川復旧 出石川（木工沈床） 出石川（下流）

平成22年度 平成23年度
（上流） （下流）

（種数）

0

50

100

150

200

250

旧川復旧 旧川復旧 出石川(木工沈床) 出石川(下流)

平成22年度 平成23年度（上流） （下流）

（個体数）

定量調査により確認された種数定量調査により確認された個体数

A班の調査結果

対照区 旧川復旧下流

Ｐ31ＰＰ3131



円山川水系河川整備計画(案) 湿地環境の創出(動植物の生息・生育環境の機能拡充２) 円山川水系３３..３３ 上下流の連続性改善上下流の連続性改善 ３３. . これまでの環境整備これまでの環境整備

◆出石川の新田井堰では堰の改築に伴い両岸に魚道を設置し、アユ・サケ等の遡
上・移動が改善された。

H22：当面魚道の設置・改善が必要ない

：魚道の設置・改善が必要である

：遡上が容易な区間

(改築中)

自然再生委員会の現地視察

アユ推定遡上数(新田井堰)
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6月23日 6月24日

調査日時

個
体
数

左岸

右岸

平成23年度

遡上調査により捕獲された魚類

両岸に魚道が設置
され改善された区間
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◆流域の将来の姿としての河川整備基本方針を平成20年1月28日に策定。
◆河川の整備の基本となるべき事項については以下のとおり

44.. 円山川水系河川整備基本方針円山川水系河川整備基本方針 44.. 円山川水系河川整備基本方針円山川水系河川整備基本方針

基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分

河川環境の整備と保全

6,400m3/s
基本高水のピーク
流量

5,600m3/s河道への配分流量

800m3/s
洪水調節施設によ
る調節流量

河口から13.0k立野基準地点

1/100治水安全度

備考内 容項 目

基本高水は、基準地点立野において6,400m3/sとする。
このうち流域内の洪水調節施設により800m3/sを調節することとし、

河道への配分流量は5,600m3/sとする。

基本高水のピーク流量等一覧表

計画高水流量は、府市場において5,200m3/sとし、出石川等か
らの流入量及び残流域からの流入量を合わせて立野において
5,600m3/sとする。さらに、その下流では支川等の流入量を合わ
せ、河口(港大橋）において6,000m3/sとする。

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

主要な地点における計画高水流量

●河口（港大橋）
日
本
海

●府市場■立野

出
石
川

←5,200←5,600←6,000

1,000
↓

単位：m³/s
■基準地点
●主要な地点

■府市場地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流

量は、1月から3月までは概ね1.4m3/s、4月から12月までは概ね

3m3/sとし、以て流水の適正な管理、円滑な水利用、河川環境の

保全等に資するものとする。

■良好な河川景観を保全し、コウノトリなど多様な動植物が生息・生
育・繁殖する基盤となる自然環境の保全を図るとともに、豊かな自
然環境を次世代に引き継ぐよう努める。

■下流部では、ヨシ原やワンドなどの湿地環境、干潟について保
全・再生に努める。
中流部では、河畔林、アユの産卵場の瀬、礫河原、ワンドなど保
全・再生に努める。また、遊水機能を活かした洪水調節施設の整
備とともに湿地の再生を努める。

■出石川では、湿地環境の保全・再生に努め、コウノトリの採餌場
に資する。

■上流部では、渓流環境や瀬・淵の連続する環境の保全に努める。

Ｐ33ＰＰ3333



55..11 水位危険度の量水棟への表示水位危険度の量水棟への表示

Ｐ34ＰＰ3434

55.. ソフト対策ソフト対策

計画高水位

水防団待機水位

はん濫注意水位

避難判断水位

はん濫危険水位 ・逃げ遅れた住民の救援
・住民の避難誘導

水防団待機の目安

２．５ｍ

４．５ｍ

６．１ｍ

７．１ｍ

立野水位 ８．１６ｍ

市は避難勧告の発令を判断

・市が避難準備の発令を判断
（要援護者避難情報）

・消防団の出動の目安

円山大橋

弘原量水棟

日置橋

赤崎橋

◆円山川の各観測所・橋梁等へ、水位の危険度を段階ごとに色分けし表示

立野大橋



55..2 2 危険区域の情報共有（危険区域の情報共有（11）浸水実績図、ハザードマップ）浸水実績図、ハザードマップ

浸水実績図（平成16年10月台風23号）

ハザードマップ（豊岡市作成）

Ｐ35ＰＰ3535

55.. ソフト対策ソフト対策

◆流域住民の、普段からの洪水への意識向上
を図る事を目的。

◆浸水した地域、浸水深等の情報を知ってい
ただくことにより、日頃からの浸水対策、
緊急時の水防活動や避難活動など災害時に
役立てることを目的。



55..2 2 危険区域の情報共有（危険区域の情報共有（22）まるごとまちごとハザードマップ）まるごとまちごとハザードマップ

Ｐ36ＰＰ3636

洪 水 避難所（建物） 堤 防

円山地区 上山地区結地区森津地区

豊岡市内の設置状況
国土交通省 ・・８箇所
兵 庫 県 ・・８箇所
豊 岡 市 ・・避難所 １００箇所

城崎地区

55.. ソフト対策ソフト対策

◆「まるごとまちごとハザードマップ」の取り組
みを兵庫県と豊岡市との連携により実施。

◆災害時のスムーズな避難により、被害を最小限
にすることが目的



55..33 河川情報システムの整備河川情報システムの整備

Ｐ37ＰＰ3737

豊岡河川国道事務所
ホームページ
http://www2.maruyama9-bosai.go.jp/

国土交通省「川の防災情報」
http://www.river.go.jp/

ＣＣＴＶカメラ

CCTV画像（立野大橋）

55.. ソフト対策ソフト対策

現在２，２４１名が登録 （H23.10.13現在）

◆携帯電話やHPで、防災対策に必要な水位や雨量等の情報、空間監視カメラ
（CCTVカメラ）の画像情報などを提供。

◆災害に備え、円山川の情報を発信する携帯サイトを開設し、雨量や河川の水位、
気象情報をメールで自動配信。



55..44 地域における防災力の向上地域における防災力の向上（（11）洪水対応演習）洪水対応演習

洪水予報連絡会主催「水防工法講習会」

Ｐ38ＰＰ3838

55.. ソフト対策ソフト対策

◆国交省、気象庁、兵庫県、関係市町、警察、消防、交通機関、マスコミ、ライフラ
イン等の関係26機関で構成される「円山川水系洪水予報連絡会」により洪水時に
迅速かつ的確に情報伝達を行い、被害の軽減を図る

◆河川水位などの情報伝達及び被災時の災害復旧を迅速かつ的確に行うため、「洪水
対応演習」を実施。



55..44 地域における防災力の向上地域における防災力の向上（２）体験型講座（２）体験型講座

危険箇所及び避難ルートの机上確認
Ｐ39ＰＰ3939

危険箇所及び避難ルートの机上確認

55.. ソフト対策ソフト対策

◆地域の避難力向上を目的として、危険箇所及び避難ルートの確認を現地と机上で
実施し、地域防災マップを作成。



55..44 地域における防災力の向上地域における防災力の向上（３）防災研修会・学習会（３）防災研修会・学習会

◆防災関係機関職員の防災力向上や、住民の防災基礎知識の習得を目的として専門
家等による研修会・学習会を定期的に実施。

防災関係機関職員の防災力向上を目的とした専
門家等による講演を年間を通じて実施

55.. ソフト対策ソフト対策

住民の防災基礎知識の修得を目的として専門家
による学習会を実施

【防災研修会（H22年度 7回）】 【防災学習会（H23年度 4回）】

机上訓練

研修会

Ｐ40ＰＰ4040


